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(5) 「離盟謹轄謹盤翠
提樹上横尾長願寺の害

喧F

人々が気味悪がるところから、村人と相誠の上火葬？に付した

というととであるc現在根本から分岐した他の一本が残ってお

り、既に恨廻り約60センチに達する高木になっている。

菩提樹はしなの木斜に属する樹木で、 l民庄はrp国で、九州に

渡り、後、全国に拡がったもので、浄土真宗などの守院で好

んで植えられるととろから菩民樹の名がつけられたものであ奇

う。

この木は落葉高木で巨大に成長し、夏に淡黄色の4'E砲をつ

け、香りがよし、。葉｜まゆがんだ三角卵形で、花柄がでるときに

必ず、細長い舌の形をした包葉が｝校ついて出るととろに特長

がある。

花のあと、長い柄のついた 1センチぐらいの球形i府地色の依

果を生ずるが、昔の惜はこの桜巣をつないで珠散にしたものら

しい。

菩提樹には仙に二種類もあるが、もともと釈迎が悟りを開い

たといわれる菩提樹去、クワ制に属するインドボダイジユ（別

名テンジクボタ’イジユ）とよばれる常緑高木であるという説も

ある。

越中越後にかけて親駕上人の宗教伝説は極めて多く、朝日町

地内においても、旧国道すじにいくつかの遺跡が接されてい

て、表題に掲げた上横尾、長願寺の菩提衝にも次のような説が

伝えられている。

その昔、 Vi~08年（承元 2年）親惜の主唱する専修念仏が弾圧
を受け、越後に流罪になったが、その途次下横尾地内（現在腰

掛石の遺跡の場所〕で、村人たちに話しかけたが相手にされず、

何とか心荒んだ村人たちを教おうと念ずるうち、梶野権現（下

横尾熊野社）が夢院に立ち、 「上横尾山麗に[fj:曙あり、そとへ

行くべし」とのお告げがあったのでその草庵を訪ね、手にした

菩混樹の諜敬玉の一つをとっで刷の翠に包み、念仏興隆治祈念

して土中に埋めたと乙ろ、 ζれが発芽して大樹に成長したとい

うことである。

伝説をもとにすれば、樹齢760余笠に達するζとになるが、

推定する資料がないためあまりさだかなことはいえない。

主幹の根廻りは4メートノレ余に達する巨木であったととは推

定できるが、終戦前に枯死したので昭和20年に伐採し、その巨

木を寺院の床下に格納しておいたところ、樹幹から燐光を発し



｜出荷1461:1£ 9月 10 El 
月 刊行ii月lOE'発行）さあ (2) 

期謀略委主会樹崎議製
1
1社
会

福

祉

事

業

の

推

進

l
J

「
l
l法
人
化
に
よ
り
再
発
足

1
L

ひ

従
米
任
意
団
体
と
し
て
仔

ー
し
て
き
た
朝
日
町
社
会
．加

祉
協
議
会
が
、
今
年
四
月
一

日
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
再
発
足
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

旧
下
新
川
郡
で
は
、
入
者

町
社
協
（
間
四
二
法
人
化
）

県
部
市
、
魚
州
川
市
社
協

（間

四
五
法
人
佑
）
に
次
い
で
今

川

M
生
大
刊
の
認
可
を
受
け

た
わ
け
で
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
利
回
町

全
地
域
住
民
参
加
の
も
と

に
、
朝
日
町
に
お
け
る
社
会

制
祉
引
業
の
能
率
的
運
針
と

組
織
的
活
動
を
促
進
し
、
地
域
社
会
制
祉

の
増
進
を
閲
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
な
引
誌
を
行
う
乙
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

川

社

会

制
M

慨
を
日
的
と
す
る
引
業
に
関

す
る
調
査
研
究
、
総
合
的
企
剛
、
持
政

号

連

絡

調

舵

及

び

育

成

mω

例

保
健
術
生
を
目
的
と
す
る
事
業
と
の

第

連

絡

町
川
市
川
共
同
募
金
へ
の
協
力

8
認

同

心

配

ご
と
相
談
所
、
普
意
銀
行
の
設

月
物
園‘

8
使

－

置
運
営

年
郵
一

M
M
種

一

乙
の
協
議
会
は
役
員
と
し
て
理
事
二
ニ

絢
3

名

（内
会
長
一

刷
会
長
二
常
任
理
引

一）

昭
第

f
k
政
事
二
名

評

議

員
二
八
名
に
よ
り
連

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
協
議
会
の
今
年
度
の
予
算
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

政

入会

四

二一
ニ
O
、

Oη
乙
川

補

助

金

九

O
E
、

0
0
0

交

付

金

六

C
O、

0υo

委
託
金

二一

O
、

0
0
、υ一

昨
附
金

一
一
八
、
荒
心
一

級
収
入

一
つ
、
0
0
0

計
一
一
、

O
七
一二
、
五

C
日

ん品
質
は

一
欣
綜
年
．
h
O
円
宛
集
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
分
、
補
助
金
は
専
門
白
、

専
任
職
員
等
技
股
の
凶
、
県
、
町
、
の
削

助
金
、
交
付
金
は
共
同
げ
が
金
議
未
た
す
け

八
口
い
拝
金
の
配
分
金
、
寄
託
金
は
町
の
絞

宋
対
策
引
業
泣
び
川
町
社
協
の
香
託
金
、
市

附
金
は
従
来
の
佳
恕
祉
協
解
散
に
伴
う
術

附
金
、
そ
の
他
ザ
則
合
利
子
等
の
雑
収
入
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

作

成

出
会

議

白

四

一九
、

O
’・い
門

事
務
費

八
九
二
、

oco

m叩

来

四

九

二

て

0
0、リ

負

担

金

九

二

、

0
00

縦

出

金

一

二

O
、

O
’
uo

予
備
自

八
、

μ
O
一

引
二
、

O
七．－一
、
五

0
．

会
議
自
は
総
会
及
び
役
目
会
的、

山Y
務

費
は
人
件
費
及
び
物
件
費
、

事
業
貨
は
政

米
対
策
船
業
を
主
と
し
て
仲
町
内
作
相
社
会

福
祉
関
体
へ
の
活
動
宵
成
費
、
保
健
制
祉

及
び
交
通
安
全
対
策
等
の
推
進
協
力
費
、

負
担
金
は
県
、
郡
社
協
へ
の

nm金
、
制

出
金
は
心
配
ご
と
柏
談
所
特
別
会
計
の
迎

営
費
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
制
枕
協
競
合
は
、

地
域
社’
mハ
に
お

い
て
、
そ
の
住
民
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
、

地
域
社
会
住
民
の
制
慌
を
刑
進
し
削
る
い

礼
会
を
築
い
て
ゆ
く
い
わ
ゆ
る
快
民
主
依

の
同
体
で
あ
り
ま
す

d

乙
の
社
会
伺
祉
協

決
公
に
門
様
の
深
い
ζ

印
刷
附
と
と
陥
カ
が

剖
は
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
今
後
の
畜
産
振
興
に
期
待
”

附
利
凶
六
年
度
版
制
山
付
肢
体
漁
業
特

別
問
発
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
耐
保
地
区

の
長
野
に
建
設
さ
れ
て
い
た
災
問
飼
料
供

給
刷
ぷ
（
牧
口
弘
悦
場
）
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
朝
日
町
作
央

政
協
が
引
業
主
体
と
な
り
出
物
（
氾
吐
鉄

什
w
r
民
組
問
一
三
対
）
と
ド
ヲ
イ
ャ
ー
な

ど
の
位
制
縄
問
川ハ一

H
A
ぞ
川
以
内
し
、
ま
た

刈
山
機
、
制
包
機
を
必
人
し
一
目
し
た
乾

川
卜
作
…
雌
の
体
形
金
と
っ
て
い
ま
す
。

近
作
例
円
町
に
お
い
て
は
礼
川
午
、
内

川
作
の
創
宵
一
服
欽
が
同
情
加
し
て
お
り
、
現

紅
乳
問
牛
、
肉
川
小
あ
わ
せ
て
三
わ

O
余

・副
が
例
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ζ

れ
だ
け
の
制
調
円
以
散
を
み
た
す
だ
付
の
飼

料
作
物
は
紋
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
北
川
叫
に

お
い
て
は
給
与
国
の
．
一O
%
は
し
か
自
給

さ
れ
て
い
な
い
羽
状
で
、
そ
の
ほ
と
ん
と

が
県
内
県
外
の
市
町
制
な
位
以
に
た
よ
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
ぶ
年
か
ら
は
米
位
協町

制
紋
に
よ
る
他
作
物
へ
の
転
作
で
飼
料
作

物
が
多
く
統
帥
附
さ
れ
、
こ
ん
ど
の
共
同
飼

料
供
給
施
設
の
光
成
に
よ
っ
て
日
給
料
倒

料
の
確
保
と
安
価
な
良
質
な
位
草
が
佑
産

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、出
ω
陀

HW
Uの
宮
川
え

と
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
共
同
飼
料
供
給
宛
股

B
aa
l－
u
 

新
川
広
域
圏
だ
よ
り

一l

新
川
広
域
園
事
務
組
合
l
J

「

定
例
議
会
聞
か
れ
る

i
一

事
業
実
施
計
画
軌
道
に
乗
る

地
域
住
民
の
行
政
協
必
に
こ
た
え
て
新

川
広
凶
闘
事
薬
組
合
が
苑
足
し
て
ま
だ
ま

も
な
い
こ
と
℃
す
が
、
さ
き
ほ
ど
組
合
定

例
議
会
が
開
催
さ
れ、

依
拠
抑
制
社
凶
に

抵
づ
く
本
年
度
の
実
施
計
耐
と
そ
れ
に
伴

う
補
正
予
算
な
ど
も
り
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
以
な
お
消
防
七
ン
タ
l
粧
備

m業
に
つ
い

て
は
事
務
局
で
調
査
検
討
中
で
す
。

〉

悶
和
四
十
六
年
度
引
業
社
副

私
た
ち
も
社
会
奉
仕
を

環
境
美
化
に
奉
仕
す
る

南
保
地
区
越
老
人
ク
ラ
ブ

と
か
く
話
人
が
敬
泣
さ
れ
、
施
設
に
は

い
っ
て
さ
び
し
く
伴
内
し
て
い
る
人
や
、

家
紋
か
ら
疎
外
さ
れ
て
あ
き
ら
め
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
、
4
H

－ら
に
は
人
生
に
め

恕
を
失
っ
て
白
設
す
る
な
ど
、
多
く
の
社

会
問
題
が
お
き
て
い
る
反
面
、税制
人
は
老

人
の
で
き
る
力
で
地
域
社
会
に
務
仕
し
よ

う
と
、
今
日
も
ク
ラ
ブ
員
仲
よ
く
氏
神
様

の
境
内
の
躍
と
り
消
婦
に
、
公
民
館
の
泊

抽
出
申
仕
に
と
椅
を
出
し
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
り
ま
す
。

市
川
同
地
区
越
老
人
ク
7
プ
（
代
表
、
勝

間
伊
次
郎
氏
）
が
そ
れ
で
、
会
員
同
芯
な

ぐ
さ
め
あ
い
、
は
げ
乏
し
あ
い
な
が
ら
年

四Mこのような奉仕を
つづけ、地域の人たち

に出謝されています。
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老
人
ク
ラ
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の
人

た
ち



l回和46年 9月 10日
月刊（毎月10日発行〉（駒議長易会号）第193号

表
彰
の
栄
に
輝
く
人
々

ひ

宮
崎
公
民
館
長

九

霊

道

守

氏

東
海
北
陸
公
民
館
大
会
で
表
彰

昭
和
問
十
六
年
度
東
海
北
陸
公
民
間
火

会
が
、
八
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
の
両

日
、
楠
井
市
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
席
上
、

朝
日
町
宮
崎
公
民
館
長
九
里
道
守
氏
は
、

緩
良
公
民
館
職
員
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

氏
は
、
問
和
二
十
四
年
に
宮
崎
村
公
民

館
長
に
就
任
以
来
今
日
ま
で
二
十
二
年
間

朝
日
町
の
社
会
教
育
、
住
民
文
佑
の
指
海

老
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
と
の
た
び

の
表
彰
は
そ
の
功
鱗
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

さあ(3) 

朝
日
町
体
育
協
会
副
会
長

高

桜

宗

繁

氏

富
山
県
体
育
協
会
長
賞

朝
日
町
体
宵
協
会
側
会
長
、
高
桜
山
郁
繁

氏
（
朝
日
町
荒
川
）
は
、
と
の
ほ
と
第
二

十
四
回
富
山
県
民
体
育
大
会
開
会
式
の
府

上
で
富
山
県
体
育
協
会
長
か
ら
体
育
山
労

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
短
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
悶
附

す
る
か
た
わ
ら
、
戦
前
は
県
東
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
理
事
長
、
泊
町
保
育
指
噂
委
員
、
体
力

検
定
員
な
ど
、
戦
後
は
－F
新
川
郎
学
校
保

健
会
役
員
、
富
山
県
学
絞
給
食
会
開
引
な

と
を
除
任
さ
れ
、
そ
の
問
、
一
三
時
ス
キ
1

腸

に
県
ス
キ
1
選
手
際
火
会
を
誘
激
さ
れ
た

の
を
始
め
、泊
町
民
体
育
大
会
、
ラ
ジ
オ
俸

燥
の
会
開
催
に
努
力
♂
れ
、
そ
の
前
将
と

体
禅
問
施
設
の
充
実
に
寅
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
年
朝
日
町
体
育
協
会

の
設
江
に
彦
副
さ
れ
、
設
す
．と
川
附
に
川
，

me長
に
就
任
、
間
利
一三
十
四
年
か
ら
は
引

き
縦
き
、
現
紅
副
会
長
と
し
て
柄
制
さ
れ

ま
た
、
約
三
区
体
育
協
会
長
、
制
日
町
山

道
協
会
長
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

大
と
住
民
の
体
位
向
上
、
体
育
保
艇
に
制

注
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

A
F
M
の
表
彰
は
、
そ
の
長
年
の
努
力
と

幼
紛
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町戦没者追悼法要営まれる
い・709柱のめい福を祈って・…：

朝
日
町
遺
肱
会
主
憾
の

昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町

戦
没
者
迫
悼
法
民
が
じ
H

二
十
七
日
常
光
存
に
お
い

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
H
は
遺
体
以
約
三
山
人

が
診
列
、

二
十
じ
人
の

m

mの
説
経
の
小
で
、
町
越

族
会
員
、
町
長
ら
行
界
代

史
の
焼
訴
に
批
い
て
迫
似

の
辞
が
あ
り
、
今
日
の
平

和
の
い
‘じ
ず
え
と
な
ら
れ

た
七
O
九
純
の
め
い
簡
を

祈
り
ま
し
た
。

市
二
川
下
新
川
郡
児

童
ク
ラ
プ
大
会
が
八
月

．
日
、
朝
日
町
で
都
内

の
児
滋
ク
ラ
プ
口
約
二

五
O
名
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
泊
駅
前

か
ら
、
泊
中
学
校
ま
で
、

泊

・
小
川
刷
中
学
校
の

ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
を
先
訊

に
前
道
の
あ
た
た
か
い

拍
手
を
う
け
な
が
ら、

小〈
パ
レ
ー
ド
を
行
な
っ

た
の
ち
、
泊
中
学
校
体

行
館
に
お
い
て
大
会
式

典
に
う
つ
り
、
挺
良
川
見

放
ク
ワ
プ
、
児
求
ク
ラ

ブ
宵
瓜
叫
引
者
と
し
て

つ
ぎ
の
と
お
り
必
修
が

あ
り
、
午
前
十
一
時
五

十
分
、
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

。

表

彰

者

雌
良
ク
ラ
ブ
販
車
野
少
年
団

育
成
功
労
者
情
水
筒
半
（
金
山
）

泊
市
街
地
を
堂
々
の
大
パ
レ
ー
ド

多ゑ鋭3乙
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泊
中
学
校
で
の
大
会
式
輿

町
児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

町
長
寄
聞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
ね
ら
っ
て

笛
山
県
児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会
朝
日
町

予
選
兼

「
朝
日
町
児
童
ク
ラ
プ
野
球
大
会

」
が
、
七
月
二
十
七
日
、
小
丸
山

・
泊
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
七
、
町
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
十

ナ
l
ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、
熱
戦
の

結
娘
、
柏
木
町
チ
l
ム
と
境
チ
l
ム
が
決

勝
で
対
戦
、
本
町
チ
1
ム
が
十
対
三
で
勝

ち
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。
（
（
下
新
川
郡

大
会
に
は
本
町
、
境
問
チ
1
ム
が
出
場
）

な
お
、
今
回
か
ら
、

ζ

の
優
勝
、
次
勝

チ
1
ム
に
対
し
、
朝
日
町
長
か
ら
輝
く
勝

利
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
悶
ら
れ
ま
し
た
。

町
長
寄
贈
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

。。。。。。。。
。。。。
39
考

5
0
0
8
。。
。。
9
08
q
3
R
8
00
0
。a
0
90ま

泊
本
町
児
童
ク
ラ
ブ

県
大
会
準
決
勝
に
進
出

砺
波
、
高
岡
を
磁
り
富
山
に
惜
敗

日
山
以
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
富
山
新

聞
社
、
宮
山
テ
レ
ビ
段
送
K
K
の
主
催
に

よ
る
、
第
二
国
語
山
県
児
童
ク
ラ
プ
野
球

大
会
が
、
八
月
ト
七
円
か
ら
四
日
間
、
県

前
笛
山
球
場
で
、
県
下
各
都
市
代
表
十
六

チ
l
ム
の
出
場
に
よ
っ
て
、
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

下
新
川
郡
か
ら
は
、
朝
日
町
本
町
児
電

ク
ラ
ブ
が
、
町
、
郡
予
選
を
勝
ち
政
い
て

山
湖
、
十
八
日
の
一
同
戦
で
．
仙
波
市
代
茨

と
対
戦
、
六
対
五
で
勝

っ
て
さ
い
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
努
い
に
乗
っ
て
二

回
戦
で
は
、
高
岡
市
代
表
を
十
五
対
八
と

持
ち
前
の
話
打
で
圧
倒
、
準
決
勝
に
歩
を

進
め
ま
し
た
が
、
富
山
市
代
裂
に
惜
し
く

も
五
対
六
で
敗
れ
ま
し
た
。

決
勝
進
出
ζ

そ
逃
が
し
ま
し
た
が
、
大

球
場
の
中
で
、
堂
々
と
持
て
る
力
を
存
分

に
知
則
し
た
豆
選
手
遣
に
、
む
か
ら
の
拍
手

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

準
決
勝
ま
で
進
出
し
た
本
町
チ
l
ム

F
0
4
・’
a
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H
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
手
が
か
り
H

成
人
病
の

一
つ
に
が
ン
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ン
疾
出
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
医
学

の
進
少
は
、
が
ン
克
服
の
手
だ
て
を
入
額

に
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
現
状
で
は
そ
の
知
識
を
十
分

別
解
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
か
ら
日

分
を
い
J
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
c

さ
て
ガ
ン
の
本
眼
は

一
体
何
か
と
い
い

ま
す
と
、
そ
れ
は
ガ
ン
制
仰
と
い
う
特
殊

な
釧
胞
が
突
然
、
か
ら
だ
の
中
に
あ
ら
わ

れ
て
ど
ん
ど
ん
ふ
え
、
そ
し
て
仙
の
臓
器

に
印
官
や
リ
ン
れ
管
を
通
っ
て
あ
ら
た
な

が
ノ
を
先
生
し
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ
も

大
き
な
か
た
ま
り
と
な

っ
て
、
か
ら
だ
の

巾
の
一
部
を
占
．
領
す
る
だ
け
で
な
く
、
車

業
を
出
し
た
り
し
て
か
ら
だ
を
弱
ら
せ、

つ
い
に
は
生
命
ま
で
う
ば
っ
て
し
ま
う
病

%
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う

な
生
則
的
弔
問
で
、
と
の
よ
う
な
抗
っ
た

細
胞
が
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
へ
ん
の
と

乙
ろ
は
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
唯

一
の
手
だ
て
は

早
期
発
品
、
早
期
治
械
以
外
に
な
い
現
状

ひさあ（~ff話；f~~品目）第193号・

~らfi~らもロ家m

で
す。ガ

ン
を
早
く
目
見
つ
け
る
に
は

1
長
ら
く
胃
腸
の
具
合
が
悪
く
な
い
か

食
欲
は
一拭
え
な
い
か
（
悶
が
ン
）

2
お
り
も
の
や
不
正
出
血
は
な
い
か

（
子
宮
ガ
ン
）

3
乳
聞
の
な
か
に
シ
コ
リ
は
な
い
か

（
乳
ガ
ン〉

4
の
み
こ
む
と
き
に
、

っ
か
え
る
こ
と

は
な
い
か

（食
通
が
ン）

5
使
に
血
や
粘
液
が
ま
じ
っ
た
り
し
て

い
な
い
か

（附
闘
が
ン）

6
W明
が
航
い
た
り
、
伐
に

mが
ま
じ
っ

た
り
、
両
が
か
す
れ
た
り
し
な
い
か

（怖
が
ン
、
峨
顕
ガ
ン
）

7
な
お
り
に
く
い
出
痛
は
な
い
か
（
T
J

ガ
ン
）

8
Mの
出
が
悪
か
っ
た
り
、

山肌が
ま
じ

っ
た
り
し
な
い
か
（
腎
臓
カ
ン
）

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

恒
ち

に
専
門
阪
に
診
て
も
ら
っ
て
、

ガ
ン
か
ど

う
か
峨
か
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
が
ン
は

餌
症
状
の
う
ち
に
坪
ば
え
ま
す
か
ら
、
と

、．晶、

く
に
胃
、
子
宮
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず

保
一
回
の
険
診
を
受
け
て
安
心
し
た
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
ぞ
い
に
家
屋
の
敷
地
｜
一

を
造
成
す
る
と
き
の
注
意
し

道
路
は
路
面
だ
け
が
直
路
の
敷
地
で
は

な
く
左
図
の
よ
う
に
法
部
分
が
道
路
敷
地

で
あ
り
ま
す
。

政
地
予
定
地
が
道
路
よ
り
低
く
道
路
の

時間
さ
ま
で
盛
土
を
し
た
場
合
に
道
路
敷
地

を
使
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
の
よ

う
な
場
合
に
道
路
面
の
排
水
が
で
き
ず
雨

が
降
っ
た
と
き
な
ど
は
水
た
ま
り
が
で
き

た
り
し
て
通
行
訴
が
大
震
に
迷
惑
を
し
て

お
り
泊
路
骨
訓
話

（県
、
国
）
へ
苦
情
が

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
法
問
を
使
用
に
な
る
と
き

は
泊
踏
む
州
者
へ
泊
路
丙
川
闘
を
山
し
指

ぶ
号
交
け
て
か
ら
刷
し
し
C
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
川
山
県
人
向
土

本

maa掛
川

νへ
は
州
の
挫
d
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
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九

月

と
犯

罪

残
暑
き
び
し
く
と
も
窓
と
心
に
必
ら
ず
力
ギ
を

企

銭
暑
の
き
び
し
い
九
月
は

生
活
も
開
放
的
と
な
り
、

つ

い
窓
や
心
の
戸
締
り
も
ゆ
る

み
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
昼

間
留
守
宅
に
入
り
込
ま
れ
て

盗
難
に
か
か
る

「
空
鍵
」
、

度
問
、
人
の
寝
て
い
る
と
き

家
の
中
に
入
り
込
ま
れ
て
部

建
に
か
か
る

「
忍
び
込
み
」
や
、
お
ど
か

さ
れ
て
金
品
を
と
ら
れ
る

一
強
部
」
あ
る

い
は
忍
び
込
ま
れ
て
犯
さ
れ
る

「
性
犯
必

－
な
ど
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

グ
普
く
て
・
も
戸
締
り

し
っ
か
り
心
は
原
し
ク
・

h
J

・
気
を
つ
け
て
あ
な
た
の

相
陣
詣
が
チ
カ
ン
呼
ぶ
ん
バ
・

店
近
管
内
で
は
車
の
な
か
に
引
っ
張
り

込
ま
れ
て
暴
．
汀
さ
れ
る
と
い
う
性
秘
訴
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
か
ら
・
似
の
毒
牙
に
か

か
ら
ぬ
よ
う
、
ス
キ
の
な
い
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

んバ・
化
粍
よ
り
ス
キ
を

つ
く
ら
ぬ
身
だ
し
な
み
カ
・

…
…
盗
犯
捜
査
に
協
力
を
お

段
近
の
自
動
車
プ
l
ム
に
の
っ
て
、
ど

う
ぼ
う
も
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
自
動

取
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

A
V
自
動
車
を
利
用
し
て
ぬ
す
む

A
V
自
動
車
を
ぬ
す
む

A
V
自
動
車
内
の
も
の
を
ぬ
す
む

A
V
自
動
車
の
部
品
を
ぬ
す
む

と
い
う
よ
う
な
盗
難
が
多
い
の
で
す
。

「一
広
く
に
見
た
こ
と
の
な
い
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。
時
間

的
に
お
か
し
い
」
と
忠
わ
れ
た
ら
す
ぐ

一

一
O
番
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い。

鼠
近
、
事
務
所
や
出
店
な
ど
が
荒
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
国
道
に
比
較
的
近
い

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。

ど
ろ
ぼ
う
は
必
ず
犯
罪
を
く
り
返
し
ま

す
。
盗
犯
現
場
に
残
さ
れ
た
有
形
、
無
形

の
資
料
は
信
療
で
犯
人
を
捕
え
る
た
め
に

一
番
大
切
で
す
。
も
し
盗
鑑
に
か
か
っ
た

ら

一
刻
も
阜
く
一

一
O
番
に
知
ら
せ
る
と

と
も
に
現
場
は
そ
の
ま
ま
さ
わ
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
被
害
が
な
く
て
も
、

ど
ろ
ぼ
う
は
ま
た
ど
乙
か
で
目
的
を
と
げ

る
た
め
、
犯
持
を
く
り
返
し
ま
す
。
そ
れ

を
予
防
す
る
た
め
に
も
被
害
の
な
い
現
場

は
い

っ
そ
う
大
切
な
・
も
の
で
す
。

本
年
七
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
十
八
日

（
日
）
に
か
け
て
入
茜
町
の
国
道
府
い
の

一
一カ
所
の
事
務
所
と
黒
部
市
の
三
カ
所
の

事
務
所
に
ド
ロ
ボ
ウ
が
人
り
キ
ャ
ビ
ネ
プ

卜
、
机
、
企
聞
な
ど
を
厳
っ
た
が
現
金
が

な
か

っ
た
の
で
目
的
を
遥
せ
ず
、
物
を
こ

わ
さ
れ
た
ほ
か
被
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
理
口
、
市
山
市
内
三
カ
所
の
期
務
所

を
院
し
、
場
合
数
十
万
円
を
と
り
、
型
ん
ベ

口
、
間
斤
保
で
ご
ヵ
．
附
の

m－
粉
所
を
荒
し

て
の
阻
を

「
ヨ
キ
」
で
背
張
り
子
般
り
、

川
数
十
万
円
を
と
っ
て
逃
定
し
ま
し
た
。

リ
下
、
京
阪
神
方
面
に
病
人
し
た
と
み

て
川
以
前
中
で
す
。

ζ

れ
ら

一
連
の
現
場
資

料
か
ら
犯
人
も
必
ず
と
ら
え
ら
れ
る
と
と

で
’
レ
ょ
う
。
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米
の
生
産
調
絡
は
年
々

き
び
し
く
な
り
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
水
稲
か
ら
他
作

物
へ
の
作
付
転
換
が
太
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

以
に
体
耕
と
し
て
放
践
す

る
と
草
が
ぼ
う
／
＼
と
仰

び
水
田
に
す
る
場
合
は
多

く
の
困
難
を
伴
う
だ
け
で
な
く
、
奨
励
補

助
金
も
あ
と
二
ヶ
年
で
打
ち
切
り
（
転
作

し
た
旧
制
合
間
和
五
十
年
ま
で
）
と
な
り
せ

っ
か
く
の
土
地
が
も
っ
た
い
な
い
わ
け
で

す。
従
っ
て
今
後
は
稲
作
の
か
わ
り
に
需
要

の
点
で
将
来
性
の
あ
る
新
し
い
作
目
を
導

入
し
、
農
業
経
営
の
安
定
合
理
化
を
推
進

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
転

作
の
対
象
と
な
る
作
目
は
広
汎
多
岐
に
わ

た
り
飼
料
作
物
、
野
菜
、
果
樹
、
桑
、
大
小

豆
、
工
芸
作
物
、
花
丹
な
ど
で
野
菜
と
い

っ
て
も
、
何
十
磁
類
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

そ
の
地
胤
の
立
地
条
件
、
農
家
の
経
営
条

件
、
市
場
関
係
、
農
家
の
技
術
条
件
な
ど

を
考
慮
し
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

一
方
転
作
の
た
め
に
は
水
旧
の
区
画

整
館
、権
排
水
の
完
備
、土
境
改
良
な
ど
土

地
条
件
の
盤
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、導
入
作
物
に
対
す
る
技
術
の
習
黙
、

殺
溶
管
腿
の
機
械
化
、
調
整
貯
蔵
施
設
の

完
備
な
ど
も
進
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
転
換
作
物
の
生
産
性
と
品
質
を
向
上

し
国
際
競
争
力
に
打
ち
勝
ち
、
転
換
作
物

に
よ
る
主
産
地
の
形
践
を
は
か
り
し
か
も

そ
れ
が
将
来
と
も
そ
の
地
域
に
定
着
す
る

必
裂
が
あ
り
ま
す
。
特
に
犬
小
豆
、
飼
料

作
物
は
広
い
転
換
畑
を
必
要
と
し
、
大
型

機
械
や
施
設
を
中
心
に
し
た
関
川
転
作
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
野
菜
花
川

な
ど
は
販
売
を
有
利
に
す
る
た
め
、
計
阿

佐
世
、
計
画

出
荷
を
行
な
う
ζ

と
が
大

切
で
、
そ
の
た
め
に
は
生
殴
の
組
織
化、

銀
凶
化
を
計
り
・
互
・舵
地
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
荷
作
転
換
を
ま
す
ま
す
児

大
し
て
い
く
に
は
技
術
的
に
も
か
な
り
困

難
で
解
決
す
べ
き
課
題
も
ゲ
く
あ
り
ま
せ

ん。朝
日
町
に
お
い
て
は
こ
の
た
め
の
施
策

と
し
て
、
州
日
町
中
山
八
鹿
山
川
に

「
牧
草
吃

髄
胤
設
」
が
新
築
さ
れ
、
ま
た
大
家
庄
池

氏
に

「
そ
さ
い
高
円
筒
胤
設
」
が
完
成
し
て

い
ま
す
。
農
家
の
倍
さ
ん
の
問
解
密
深
め

て
い
た
だ
き
、
有
効
な
利
刷
を
望
み
ま
す
。

ま
た
花
汗
と
し
て
新
し
く

「
グ
ラ
ジ
オ
ラ

ス
・一

の
栽
培
が
奨
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
は
帥
質
段
土
が
過
し
て
い
る

の
で
適
地
は
眼
ら
れ
て
い
ま
す
が
グ
ラ
ン

オ
ヲ
ス
は
防
相
壌
土
が
最
も
過
し
湿
出
を
除

け
ば
朝
H
町
ど
乙
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。

希
望
の
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
c

円
片
付
川
ヒ
し

早

目

駆

除

を

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発

生
し
て
い
ま
す

U

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
白
い

毛
虫
で
、
桜
や
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
器
廃
樹

の
葉
を
食
い
荒
ら
す
非
常
に
繁
殖
力
の
旺

盛
な
害
虫
で
す
u

防
除
の
コ

ワ
は
、
ロ
ザ
め
に
見
つ
け

（小

さ
い
幼
虫
が
固
ま
っ
て
尚
択
を
つ
く
っ
て
い

る
と
き
）
、
被
笛
擦
を
切
り
取
っ
て
燃
や

す
か
足
で
す
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
す
。
幼
虫

が
い
人
ぎ
く
与
り
ま
す
と
梨
刑
で
山
除
し
ま

す
が
、
こ
の
財
人
口
川
で
附
除
崎
械
を
町
山

し
ま
す
の
で
、
と
な
り
近
内
あ
る
い
は
町

内
ぐ
る
み
で
防
除
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
油
川
、
ヂ
イ
フ
テ
レ
ソ
ク
ス

乳
剤
）
は
政
業
訟
で

一
本
（
山
叫
）
七
十

円
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
ど
利
用

く
だ
さ
い
。

自国1；通童三重

老
後
に
そ
な
え
て

九
月
＋
五
日
は
と
し
よ
り
の
日

今
月
の
十
五
日
は
、
お
年
寄

り
の
円
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
中
心
に

お
年
寄
り
の
た
め
に
楽
し
い
行

事
が
行
な
わ
れ
る
と
と
で
し
ょ
う
。

八
月
に
は
、
国
民
年
金
で
、
は
じ
め
て

の
老
齢
年
金
の
支
払
い
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、

今
月
は
、
七
十
才
以
仁
の
お
年
寄

り
の
福
祉
年
金
が
支
払
い
さ
れ
る
同
一
で
す

。
も
う
お
受
取
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
老
後
を
明
る
く

楽
し
く
す
る
皆
さ
ん
の
た
め
の
制
度
な
の

で
す
。

現
任
、
六
十
歳
前
の
か
た
で
、
ま
だ
国

民
年
金
に
未
加
入
の
か
た
は
あ
り
ま
せ
ん

か。

自
分
の
老
後
に
そ
な
え
て
、

是
非
い

ま
の
う
ち
に
加
入
し
て
、
僚

金
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

6。~ 7・1は

活をしれ

よ
る
八
月
十
一
一什
川
町
ブ

一

mり
一一T

l

ル
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た

一

三

水
泳
競
技
の
成
樹
は
つ
ぎ
の

ιk
一一Z

と
お
り
で
し
た
。

－一
c
＝

。
第
十
三
田
町
民
水

－一

凶
』

一一一

泳

大

会

三

．
4

一与一

・
第
三
国
小
中
学
校

一一
協

一一一

水

泳

記

録

会

言

’
’

F
O
小
学
校
の
部

＝4中
一一

V
五
年
女
子
五
十
米
自
山

一一一

↑

型
①
長
原
容
笑
（
大
）
①

長
能
志
津
香
（
十八）

V
六
年
女
子
五
十

米
自
由
型
①
小
回
収
智
代
子
（
南
）
①
見

坂川町
u
必
（
泊
三
）

V
五
年
同
千
五
十
米

自
由
型
①
紋
日
隆
之
（
十
八
）
①
出
向
島
世

帯
（
山
）

V
六
年
間
同
チ
五
十
米
自
由
型

①
門
山
仁
志
（
大
）
①
折
谷
秀
一
帯
十
〈
笹

d
V
五
年
女
千
五
十
米
平
融
①
六
平
葉

子
（
泊
一
二
）
②
必
山
浮
子
（
南）

V
六

年
女
子
五
十
米
平
泳
①
大
龍
多
恵
子
（

泊
二
）
①
小
坂
智
代
子
（
南
V
V
五
年

男
子
五
十
米
平
泳
①
大
森
敦
〈
筒
）
①

竹
中
正
司
（
泊
一－
C
V
六
年
男
子
五
十

米
平
泳
①
長
井
俗
生
（
泊

一
〉
①
広
川

勝
彦
〈
大
）

V
五

・
六
年
女
子
百
米
自

由
型
①
水
野
き
み
子
（
山
）
①
安
達
律

子
（
山
）

V
五

・
六
年
男
子
百
米
平
泳

①
長
井
裕
生
（
泊
一
）
①
青
島
浩
幸
（

山）

V
女
チ
一
一
百
米
リ
レ
l
①
泊
三
区

①
南
保
V
回
目
子
二
百
米
リ
ν
l
①
犬
家

庄
①
南
保

。
中
学
校
の
部

－v明
子
五
十
米
自
由
型
①
谷
栄
一
（
泊

三
）
①
福
地
謙
治

（泊

一
）
V
女
子
五

十
米
自
由
型
①
上
杉
淳
子
（
泊
二
）
①

大
森
伊
都
子
（
南
）

V
女
子
五
十
米
平

泳
①
大
旗
鹿
子
〈
泊
＝
）
①
小
坂
田
登

美
（
南
）

V
男
子
五
十
米
平
泳
①
吉
田

克
弘
（
南
）
①
河
村
惜
（
泊
三
一
）

V
男

子．山川水・
1
山
担
①
川
付
加
（
山
一
ニ
）
①

符
栄
一
（
泊
三
）
V
則
子
百
米
平
泳
①

中
町
繁
（
州
一
三
）
①
吉
田
克
弘
（
雨
）

V
女
子
二
心
米
リ
ν
l
①
雨
保
①
泊
二

K
V
明
－f
．
一
市
米
リ
レ
l
①
泊
三
区
①

い
判
似

。

一
般
の
部

－v則
子
五
十
米
自
由
型
①
長
崎
哲
現
（

南）

。
地
区
対
抗
成
績

V
小
学
校
の
部

①
大
家
庄
①
南
保
①
泊
三
区

’v中
学
校
の
部

①
陶
保
①
泊
三
区
①
泊
二
区

V
総
合

①
南
保
①
泊
三
区
①
大
家
圧

第
十
七
回
町
民
野
球
大
会

八
月
十
五
日
、
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
、
泊

中
学
校
で
行
な
わ
れ
た
大
会
の
成
鍛
は

①
境
①
泊
三
区
で
し
た
。

お

知

ら

せ

九
月
二
十
四
日
町
民
庭
球
大
会
（
日

東
紡
コ

ー
ト
〉

※
初
心
者
大
歓
迎
、
多
数
参
加
く
と

さ
い
。

…

善

意

の

窓

一

一

心
温
ま
る
芳
志
の
数
々

一

一

こ
の
た
び
、
朝
日
町
社
会
福
祉
協

…

…
護
会
へ
つ
ぎ
の
方
々
が
芳
志
を
寄
せ

一

一
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
抗
を
申
し
あ

一

一
げ

ま

す

。

一

一

て
参
拾
万
円
中
川
寛
治
健

（中

一

一

町）

｝

一

寝
た
き
り
老
人
対
策
費
に

一

一

て

壱
万
円
水
島
清
一
殿
（
富

一

一

崎）

・

一

社
会
福
祉
事
業
に

一



川

第
九
回
朝
日
町
青
年
議
会
ハ

議

長

川

上

覚

一

君

（
南
保
）
／

副
議
長

長
井
富
美
子
さ
ん
（
笹
川
）

(6) 
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朝
日
町
連
合
背
年
団
で
は

「
議
会
ル
ー
ル
を
実
践
し
、

政
治
的
関
心
を
高
め
な
が
ら

町
政
に
青
年
の
声
を
反
映
さ

せ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
第

九
州
明
日
町
青
年
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

各
校
ト
青
年
間
及
び
日
東
紡
自
治
会
か

ら
立
候
補
し
当
選
し
た
十
八
名
の
議
員
は

八
月
三
日
に
、
町
長
、
教
育
長
、
町
議
会

議
長
の
出
席
を
得
て
組
織
議
会
を
開
き
、

会
期
を
八
月
三
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で

の
九
十
七
円
聞
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
騒

長
選
挙
に
入
り
、
議
長
に
川
よ
党

一
将
（

南
）
、
副
議
長
に
長
井
富
美
子
さ
ん
（
毎
）

を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佃
一

美
訴
景

（
向
）
か
ら
「
議
会
公
報
準
備
特
別
委
員

会
設
置
に
関
す
る
件
」
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
全
員
一
致
で
可
決
筋
立
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
町
長
か
ら
「
刊
年
度
施
政
方

針
演
説
」
が
あ
り
、
こ
の
内
容
を
一
括
議

題
と
し
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
に
付
託

す
る
こ
と
で
組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
朝
日
町

青
年
議
会
は
過
去
、

「
入
院
助
産
施
設
の

指
定
」
「
選
挙
公
報
の
発
行
」
な
ど
の
成

果
を
収
め
て
き
て
お
り
ま
す
が
今
年
の
青

年
議
会
も
「
議
会
公
報
準
備
特
別
委
員
会

設
置
L

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
意
欲
が
感

じ
ら
れ
青
年
議
員
連
は
早
速
活
動
を
展
開

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

ひさあ（野話芸品最高島）第193号

各
常
任
委
員
会
の
委
員

。
は
委
員
長

マ
は
副
委
員
長

会
総
務
委
員
会

（
十
名
）

。
永
口
明
広
（
山
）

マ
水
島
和
弘
〈
境
）

川
女
達
昭
子
（
山
）
大
仲
介
一
先
（
大
ザ

数
家
普
継

〈五
）
大
久
保
光
政

（大）

北
島
豊
（
泊
）
松
倉
秀
夫
（
泊
）

長
井
富
美
子
（
笹
）
水
島
里
美
（
境
）

字
文
教
厚
生
一
委
員
会

（
四
名
）

。
米
丘
三
明
（
南
）
マ
佃
一
美
（
南
）

西
田
真
佐
夫
（
五
）
武
藤
智
子
（
日
東
紡
）

治
産
業
建
設
委
員
会
（
四
名
）

。
清
水
満
（
拍
）
マ
披
藤
摩
子
会
問
〉

川
上
覚
一
〈
南
）
マ
佃

一
英
（
南
）

西
田
真
佐
夫
（
五
）
武
藤
智
子
（
日
東
紡
）

会
議
会
公
報
準
備
特
別
委
員
会

（
六
名
〉

＠
大
井
一
光
（
大
）

V
安
達
曜
子

（山〉

大
久
保
光
政
（
大
）
北
島
豊
（
泊
）

松
倉
秀
夫
（
泊
）
長
井
富
美
子
（
笹
）

狩
猟
者
講
習
会

。
ハ
ン
タ
ー
は
ぜ
ひ
受
け
よ
う

昭
和
田
十
六
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
か
ら
講
習
会
は
二
日
間
の
受
講
と

な
り
ま
し
た
の
で
申
添
え
ま
す
。

－
、
初
心
者

期
日
、
九
月
十
六
、
十
七
日
午
前
九
時

三
十
分
よ
り
、
午
後
五
時
ま
で

会
場
魚
津
市
民
会
館
乙
及
び
内
種

一
、
経
験
者

期
日
、
九
月
二
十

て

二
十
二
日
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
、
午
後
五
時

ま
で

会
場
、
富
山
市
県
民
会
館
（
四

O
一
号

室

）

悶

乙
丙
種

一
、
受
講
科
目

－
狩
猟
に
関
す
る
法
令

．
狩
弧
鳥
獣
の
判
別

・
銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
、
火
薬

類
取
締
缶

・
猟
具
の
取
扱
い

ャ
問

実

技

一
、
受
講
手
数
料

初
心
者

て

一
O
O円

経

験

者

四

0
0円

一
、
受
講
申
込
み

申
込
期
限
は
希
望
受
講
期
日
の
一
週

間
前
と
な
っ
て
お
り
、
早
自
に
役
場

産
業
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
筆
記
用
具
、
中
食
等
を

携
行
の
乙
と

企
相
続
と
税
金
の
話

V

亡
く
な
っ
た
人
か
ら
、
そ
の
人
の
持
っ

て
い
た
財
産
や
権
利
義
務
を
相
続
す
る
と

相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

相
続
人
は
、
ふ
つ
う
．
死
亡
し
た
人
の
配

偶
者
と
子
が
な
り
、
遺
産
の
分
け
か
た
は

民
法
で
定
め
て
あ
り
ま
す
が
、
相
続
人
の

聞
で
自
由
に
き
め
て
も
よ
い
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
遺
産
を
相
続
し
た
と
き
の
税

金
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

遺
産
総
額
か
ら
基
礎
腔
除
額
と
遺
住
に

か
か
る
配
偶
者
控
除
舗
を
引
い
た
残
額
に

税
率
を
か
げ
税
額
を
求
め
ま
す
。
そ
し
て

お
人
の
納
め
る
税
金
は
相
続
し
た
財
産
の

別
人
口
に
よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
。

相
続
税
の
基
礎
際
除
額
は
間
百
万
円
と

八
十
が
円
に
相
続
人
の
数
を
か
け
た
金
額
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をそ寝；［~~＆~警 g~ そ J 失 q ~~突きき号五； ま ；。音袋号室男警字詰会
おわを はつい紙紙納とて、の印白人紙印てどと円； ち ： か税な年円四年者で
たか納 、てよがをめがいま印紙分が税紙いにき以； ヵ＼ ~ ら の る 者 が十を控す
ずらめ最もう必はなあるた 紙税のきのはまはに上 ；ぃ 2 プ 究 明 税 に 最万乙除。
ねなな低 I問な要らけり金同税をはめ証、す 、との＝ 1 カ 告 額つ高円えは
くいくで印場ななれま額じの納んら紙契。収り領 jや i 月とのいでを る 被
だとても し合のか ばすに種 か め こ れ の 約 入か収； す 2 以納控てすか 場 相
さきは 五な 、につな 0 よ類 か た か た 乙 脅 印む書； ぃ 3 内税除は 0 け合続
いはな百かまごたらたつのると署金とや 紙さや＝ [ とはが、ま た 、 入
。泣り 円った十りなとて文文と名額 で手 をれ、； 印 ？ な死あさた金そと
慮まのたは円、いえ印書書にでの、形 はる家 j紙： つ 亡 り ら 、額 のの

そ~~き実ぶ 自室同窓 Z 量ぢ自思香 2 2震2；税iZ左手説話子三議
税 。なな印はのに印が記類ますををに と梨地 ま目。金者がる期

－おしらせコーナ
きだおが が急へ ⑥ い中もか戸 7部すス りせ まの八
まけ・；忘き ま聞なん段 電 。、しじ Jill ・ ・ ・・（ プをるはワ変んワし急月地
すれれまずに お混近 話電 ）述、め賃せい泊り運降 （ 分 お 奨 ワ を変と冷 ンりのンた行六鉄
。ばなっ、合 申ん、予の 鵠 転 l市小はく。への質り定で乗車ン図更と民マま でマ 。を日／く

、くたおわしで溜 約移司F臥 替 銭釣だ 定 ご と は 口 期 ー り は マ り し も ・ ン す ご ン ワかス
約 ~o ら！おなつお話 lま転電 そがを銭さ期白き婚は券枚の 、ンま、に豪バ。釆(Jパ ンらで
！－！＜！阜、のいけりの おヱ話 L必 ど の い券分、型前の取際う／くし－ 停翠ス 用ス マ泊は

~~謀議~~手芸 号事局 I~~~~ o 量天霊雪緊 ~iぷ Z九雪票雲負 Z草 刈霊
にと 機、も合。 工 に Tこ でとくぬ 転れ台とら全下理罪利 スと新l侍 が掌 ス善不
］：；注の峡あはそ事 よ てきだよ 手 て 横 も 部 さ 券 か 用 ピ経たに 少 が に ｜足

~·~~ ~繁 ； i~~ り 五郎2~~~~ ~りさら 5 L厚長寄与す ~~mg 
でたもえず事めい さ略。ら 見 さ 金 降 自 アー 車パかま し線め

⑨

地
鉄
だ
よ
り

朝
日
町
に
ワ
ン
マ
ン
パ
ス
運
行

A
V

今
月
の
税
金
は
や

国
民
健
蹴
保
険
税
の
二
則
分
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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マ
百
万
円
以
上
の
工
事
ム

山
員
四
、
五
米

間
伯
、
草
野
純
（
上
町
地
内
〉
補
修

延
長

二
五
六
、
五
米

巾

員

六

米

工

期

八

月
三
日
1
九
月
三
十
什

て

地

鮪
制
査
事
業
（
細
部
側
鹿
〉

舟
川
新
建
問
地
内

工
恥
賢

一
、
三

O
O千
円

実
施
面

積

二

、

一
平
方
粁
（
三、

四

0
0軍）

工
期
七
月
二
十
日
l
十
二
月
六
日

二
、
道
路
欠
所
災
害
復
旧
工
事

〈
問
中
、
大
鷲
谷
線
笹
川
地
内
）

工

事

費

八
、
八

O
O千
円

延

長

三

二

一、

一
米

巾
員

三

米

工
期

七

月
二
十
六
日
1
十

一
月
三
十

ロ一円

三
、
河
川
災
答
復
旧
工
事

（四
翁
谷
川）

笹
川
地
内

工
事
費

一
、
二
五

O
千
円

延
長

五
五
米

工
期

七
月
一一十
六
日

t
十
月
十
五
日

四
、
小
川
中
学
校
、
山
崎
小
学
校
修
繕
工

事
工
事
費

て

）
二
O
千
円

工
期

七

月
三
十
日

t
八
月
二
十
五
日

五
、
五
箇
庄

・
泊
小
学
校
修
繕
工
事

工
事
費
一
、

五
二
O
千
円

工

期

七

月
三
十
日
1
八
月
二
十
五
日

六
、
町
道
舗
装
新
設
補
修
工
事

工
事
費

七

、

八

0
0
千
円

ω越
、
花
房
線
（
花
一
房
地
内
）
新
設

延
長

二
O
O米

巾
員

五、

五
米

ω
2e
（
小
在
池
地
内
）
新
設

延
長

二
O
O
米

巾
員

五
、
五
米

間
越
、
平
柳
線
南
保
、

越
地
内
新
設

延

長

二

八
三、

五
米

巾

員

六

、
五
米

ω西
町
団
地
内

延
長

二
四
六
、

ひ(7) 

新
設

四
米

老
後
の
扶
養
と

2r、F
E
－L
J
L
w
d
H
H
リ
－
丁
目

時
謝
同
民
桐
昂
虫
十
司
月

九
月
十
五
日
は

「
敬
老
の
日

」
で
す
。
全
人
口
に
占
め
る
老

人
の
割
合
が
次
第
に
高
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
老
人
問
題
が
大
き

な
社
会
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
と

と
に
話
後
の
扶
誕
の
問
題
で
す
が
、
法
仰

の
た
て
ま
え
は
聞
に
よ
る
生
活
扶
助
よ
り

も
親
族
に
よ
る
扶
益
が
先
だ
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
↓
人

体
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

子
あ
る
い
は
孫
、
扶
養
を
受
け
る
人
の

比
粥
姉
妹
に
扶
養
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
人
は
扶
益
能
力
が
あ
る
限
り

扶
養
の
請
求
を
受
け
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の

か
た
ち
で
そ
の
人
の
生
活
を
み
て
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
幼
少
時
よ
り
同
居
養
育
さ
れ
て
き

た
継
親
子
と
か
収
支
、
お
い
な
ど
三
親
等

内
の
親
族
に
対
し
て
も
家
庭
裁
判
所
が
特

別
の
事
情
あ
り
と
認
め
る
と
き
に
は
、
扶

養
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
だ
れ
が
引
取
る
か
、
あ

る
い
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
妖
養
す
る
か

な
ど
妖
華
の
具
体
的
方
法
は
、
扶
養
義
務

を
負
う
人
た
ち
が
相
談
し
て
決
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。

そ
の
相
談
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
ま
た

は
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

と
き
に
は
、
申
立
に
よ
っ
て
家
庭
裁
判
所

が
決
め
る
こ
と
に
な
っ

宮
お
り
ま
す。

ζ

の
よ
う
な
問
題
で
困
っ

て
い
る
か
た
、
悩

ん
で
い
る
か
た
は
是
非
家
庭
裁
判
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い。

（
）

）
 

（
汁

）

（

ω）
 

（
刊

）

（
何

）

（
悦

）

（
芸

）

「－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－ー－－－一・－・－・・；
交 通 安 全 こ ん な こ と だから ・

事 故が ふえる ； 
！ あ る 交 通 遺 児の 作文 から

； 私の父が交通事故にあったのは、私が ｜ 私と向じ悲しみ、いいえ、それ以上の

iまだ小学校3年の 5月でした。 ｜悲しみを何万人の人がl味わったことでし

どのような状態で、どのようにひかれ よう。それもちょっとした不注以からー

たかはよく知りませんが、面会に行くた 乙の間も私が学校へ行く注1.11のζ とで

ぴに哀へていった父の盗は、今でも私の ｜した。｛.＇.号が i＇！・＇こなったのでわたろうと

制限にやきついてはなれません。 lしたii寺、止まっている惑の院から出てき

そしてとうとう父の死を知らされたの ｜たψの＇hVi断している私たちに向かつてク

は 9月111::1、ひにくにもその日は私の誕 ｜ラクシ ョンをならしたのです。

生日でしたO ' すると大人たちは数8よさがり、Iiiはゆ

その頃お医者さんへ行けば、どんな病 ｜うゅうと伝8-似似をしてJ：りさって行き

気でもなおる、そう思いこんでいた私に ｜ました。

は、文の死は信じられませんでした。 ｜ 私は思わず 「／くプlヤロ ー」 ととなりた l
葬式がiwって家にI同iり、お村（に入れら ｜い気持になりました。とんなζ とだから l

れていた文を思い出して、 「ああ本当に ｜災通す下級がふえるーソJなのです。いくら l
お父さん死んじゃったんだなー。もうお i 私たちがn；滋しでもみんなが住必し代わ ！

みやげ買って来てくれないんだな一。」 なければどうにもな灼志せん。 ！ 
そう思った向、急に白からとめどもな ｜ 一人一人が人間としての1'-lflをj,'j~） ~ ! 

く悲 しみの棋があふれできましたo あの 、日も早く尖泊t仰

楳のしよつぱさは、今でも忘れませ／vo I I.if.~いますの

－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－ー－－－ー・－＇，おし ら せ コ ー ナ

マ マ マ 便り望な j芯にるし日月 VLIで周ま間 二

日 場 日 場 日 ／ ＼｜局にの姉つで 、選 か な 、まニ応十 、にと守な合 昭ユ

時 長 所 持会所時五（相 ）｜ネ27~ す長 m~~ド訂版会照れ 。！？ お 郵：~
ご 法 相 ＼ 談／｜｜問 1こ 、 は用な、 、 村井く は ~I: ら質す人寸北 lJill 政 政 十 ス

朝午 二六毎 と朝午 月 侍 律朝 午毎 酷（ ご 〉｜ いいく十者型 商十に符 問ま llf:i柄 。判る ｜政 政 ）n］外 六 ト

1~1, 早 E Et雪雲自竺里星雲良型員 （と 〉｜おZ~~ Z設内Hi~g~ 同 盟会話 ~~ 議 2 ご
刺 i時 日 十 隈 所 臨時 十 三 鮒 II寺ー （ご ）｜せはい日め験魚七て学せ他十間 ｜控砂 1J~ {f> 、員 を
人 tで三 日 工 t日月 人 t珂 ／案＼ ｜くもこままと昨日お椛んw二末II 三 僚の 泌と 募 求

議~~~写 室長子書室長普 （内 II ~~ 喜－s1： ~~si~ 0品目；！；白山 Tt集 む
三）二月 三 。（ 三 ＼ ／｜いのおごを郵i取！す業子周年がも郵ても
時 十 は lffi ＇－＇今 時 。郵 匁l希行使＇－＇ 0す と 一 間 l'iの 使 い 何

ぽ一私
υ
ま
為
山

n

i
l－－
r
の一窓
γ
即
物

・
ち
ょ
っ
と

一
言
お
う
か
が
い

駐
車
違
反
の
取
締
り
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

間

泊
地
内
の
駐
車
禁
止
区
域
は
車
の
運

転
者
に
徹
底
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
泊
地
区
は
商
店
や
営
業
所
も
ど
ん

ど
ん
増
え
、
乙
れ
と
と
も
に
車
の
数
も
増

加
し
、
そ
こ
へ
用
事
の
あ
る
ト
ラ
γ

ク
や

乗
用
車
が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な

・・・・・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．， 

務

郵

便

局

だ

よ

り

機

り、

一
般
住
宅
の
玄
関
入
口
前
な
ど
平
気

で
長
時
間
駐
車
し
た
ま
ま
問
を
た
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
も
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
今
に
も
す
ぐ
出
て
い

く
よ
う
な
よ
う
す
で
長
い
間
駐
車
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
と
そ
大
変
迷
惑
で
、

排
気
ガ
ス
で
奥
く
て
た
ま
ら
ぬ
し
、
お
ま

け
に
テ
レ
ビ
の
映
像
も
ま
と
も
に
映
ら
ず

つ
い
に
が
ま
ん
で
き
な
く
て
、
運
転
手
を

探
し
出
し
て
文
句
を
言
う
と
、
す
み
ま
せ

ん
と
も
言
わ
す
す
ぐ
出
て
い
っ

て
し
ま
い

ま
す
。
こ
ん
な
の
は
ほ
ん
と
う
に
悪
質
だ

と
思
い
ま
す
が、

幾
察
の
方
で
は
一
体
こ

の
よ
う
な
と
と
に
対
す
る
取
締
り
は
ど
う

場

所

F
同

u
a斗
．

r
H
U
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な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
泊
地
区
に
お
け
る
主
要
道
路
で
あ
る

中
町
通
り
、
荒
川
通
り
、
駅
前
通
り
、

上

町
通
り
等
は
、
出
山
県
公
安
委
員
会
が
駐

車
を
禁
止
し
て
い
ま
す
ο

そ
の
ほ
か
に
駐
車
道
反
と
な
る
行
為
は

．
消
火
栓
か
ら
五
メ
l
ト
N
以
内
の
部
分

．
道
路
の
曲
り
角
か
ら
五
・F
1
卜
戸
以
内

の
部
分

－
バ
ス
伴
か
ら
前
後
に

一
0
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

・
巾
員
の
狭
い
道
路
で
出
煎
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
よ
う
に
長
時
間
駐
車
さ
れ
ま

す
と
、
交
通
渋
仰
を
招
く
ば
か
り
で
な
く

取
の
か
げ
か
ら
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
政

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
縫
祭
で
は

日
夜
違
反
の
指
噂
取
舗
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
四
六
時
中
轡
察
官
が
街
頭

に
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
目
の
届

か
ぬ
と
と
も
あ
る
と
忠
い
ま
す
。
も
し
長

時
間
に
わ
た
り
駐
車
禁
止
場
所
で
駐
車
し

て
い
る
車
を
見
か
け
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
朝
日

瞥
察
官
派
出
所
（
朝
日

3
局
0
4
3
0帯）

へ
電
話
で
ど
通
報
く
だ
さ
る
よ
う
C
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひさあ一

；
i
if－
－
1
1
1（〉
f
1
1
j
j
y

「町
民
の
声
」
募
集

公
報
で
は
「
私
た
ち
の
窓
口
」
と
し
‘

し
町
民
の
み
な
さ
ま
の
筒
を
拶
つ
て
お
、

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
た
一

υ、
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
一

Q

と
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
え
ん
り
ょ

一

川
市
く
、
口
頭
で
も
、
は
が
き
や
紙
切
れ
ι

L

で
も
由
い
て
投
場
へ
届
け
て
く
だ
さ

一一

、o

A

V
 内

容
は
個
人
的
な
も
の
で
な
く、

町一

回
全
般
あ
る
い
は
多
く
の
人
に
関
す
る

A

U
の
に
限
り
ま
す
。

平

集
ま
っ
た
中
か
ら
編
集
部
で
検
討
の

一

J

え
毎
月

一
件
ず
つ
取
り
あ
げ
、
回
答
一

宮
つ
け
て
広
報
に
発
表
い
た
し
ま
す
。
一

、3f
y
f
h也
Y
23
仮

1
P
2
d
td
7
6
1
f｝
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